
専用見積マニュアル 



データ管理の概要

解体見積 EX には、２つの見積作成プログラムがあります。 

●「専用見積」：面積（延べ面積、建築面積）と積算連動する見積作成プログラム。

●「汎用見積」：軽微な工事の見積書を作成するプログラム。

解体見積 EX のデータ管理は、管理画面の工事名称内に見積ファイルを管理します。 

また、発注元である顧客名を工事名称と関連付けを行う事により印刷書式の宛名印刷に連動します。 

見積書ファイル及び各種届出書の保存先は、管理画面に登録した工事名称となります。 

商談ＤＢ（データベース）一元管理フォルダ

ローカルPC利用

サーバー利用

一元管理
フォルダ

一元管理
フォルダ

解体見積 EX のデータの保存先は、「一元管理フォルダ」になります。 

●ローカル PC でご利用される場合は、一元管理フォルダをローカル

PC の HDD ドライブを指定してください。

●データを共有して運用される場合は、サーバーに一元管理フォルダ

を指定してください。

※製品プログラムのインストール先については、ご利用されるローカル

PC 側へのインストールとなります。



 

 

見積フォームについて 

 

構造別の見積書のひな型が出荷時の見積フォームに登録されています。 

この見積フォームの運用は、実物件での数量や見積単価を入力いただいて見積書を完成させ、その見積書を 

見積フォームとして「登録」を行う事で、自社仕様の見積書の標準化を行う運用方法となります。 

煩雑な係数の計算などは、解体見積 EX が自動で行いますので、自社の標準見積書のひな形を容易に作成することが 

可能です。 

見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するにあたり、サンプル単価が登録された構造別工事内訳のひな型です。 

専用見積では、 

面積入力（延べ面積、建築面積）から積算連動する計算式が入った工事内訳（内訳明細）と 

木くず、金属くず等の分別区分された廃棄量の積算まで行う内訳明細が出荷時の見積フォームに登録されています。 

汎用見積では、 

自社仕様の見積フォームの登録を行う場合は、「未登録」ボタン名称を分類する名称に変更して登録して下さい。 

 

見積フォーム選択画面 



 

1 

起動・メニュー画面 

2 

（起動）ショートカットアイコンから起動します。 

 

 

 

3 

当社からプレミアムメンバー様へのご案内が表示されます。 4 

専用見積書、汎用見積、（請求書印刷）、各種届出書を起動します。 

顧客情報・自社情報の入力画面を起動します。 

  

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニュー（設定） 
 

※詳細は、別紙の「法定福利費マニュアル」を参照ください。 

①基本設定 

入力オプション：自動バックアップ等の設定 

法定福利費：計算式マスタの設定 

③ライセンス認証 

 

④更新：ライセンス ID の更新 

③解除：ライセンス ID の解除 

②オンライン認証： 

②データ管理：データバックアップ・取り込み 

※詳細は、別紙の「データ管理マニュアル」を参照ください。 

④利用規約：製品利用及びサポートサービスの利用規約の閲覧 

 

 

 

 

⑤お問い合わせ：サポート情報の掲載ウインドウが起動します。 

サポートサイトやメール・リモートサポートの情報が確認できます。 

 

 

※ライセンス ID は、大切に保管理願います。（再発行不可） 

ライセンス ID の認証 

1 2 

3 4 

（製品インストール時や PC 入れ替え時に利用します。） 
1 

2 

3
2 

4 

5 

①ライセンス ID（大文字小文字を間違わない様に入力） 

消費税率設定：消費税率のデフォルト値の設定 

 

パスワード：パスワードの設定 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

専用見積 新規作成（ウイザード形式） 

 

 

 
 

 

 

 

1 

2 

新規作成（ウイザード形式） 

① 管理画面「新規作成」から工事名称・顧客名称を入力 

② 見積フォーム・印刷書式を選択 

③ 積算入力 延べ面積・建築面積（ここがポイント！） 

④ 見積入力画面 

◆工事名称・顧客名称は、 
印刷書式に連動します！ 

 

 

◆顧客名称は、顧客マスタから 
作成します。 

◆積算面積と連動する見積フォームを選択します。 
※自社用にカスタマイズ登録した運用が可能です。 

 

 

◆印刷書式サンプルを自社用にカスタマイズ登録 
して運用してください。 

3 

4 
未登録の名前を変更 

自社仕様の見積フォームを登録 
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専用見積 新規作成（工事リストと管理画面） 
 

 
 

1 
2 

③の工事 Index（あかさたな）を設定する事で④の index 選択での工事管理が容易になります。 

3 

 

 
 

4 

新規作成では、①の工事名称を手動入力する事で自動的に②管理画面に登録されます。 

※専用見積の管理画面では、白枠が専用見積の見積ファイルが保存されている工事名称。グレー枠が汎用見積の 

見積ファイルが保存されている工事名称となります。汎用見積の管理画面では、白枠とグレー枠が逆の表示となります。 

5
4 

6 

 

⑤ のメッセージを選択した場合は、既に登録されている工事名称内に見積ファイルを保存する運用となります。 

① の工事名称を手動入力した時に管理画面に同一工事名称があった場合は、⑤⑥のメッセージが表示されます。 

5
4 

⑥ のメッセージを選択した場合は、新規に同一工事名称を作成して見積ファイルを保存した運用となります。 

6 

 

工事リストボタンを押して管理画面から工事名称を選択してください。 

１つの工事名称で最大５つの見積ファイルの作成・保存が可能です。 

既に登録されている工事名称で見積ファイルを新規作成する場合は、 

 
専用見積の見積ファイルがある場合は、白枠表示 

グレー枠は、汎用見積の見積ファイルがある工事名称 

 
新規に同一の工事名称を作成した場合の管理画面の表示 

１つの工事名称に専用・汎用の見積ファイルを保存した運用が可能です。 

 
登録されている工事名称に見積ファイルを保存した場合に 

見積ファイル数が表示されます。（最大５ファイル保存可能） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積 新規作成（顧客マスタと管理画面） 
 

新規作成から顧客名称の入力を行う場合は、①の顧客マスタから顧客一覧を開き②の顧客作成ボタンを押します。 

 

 

1 

2 

3
２ 

4 

③の顧客作成では、「個人・法人」を選択し、顧客情報の入力と④の自社営業担当を入力後に⑤の登録を押して顧客一覧画面に戻ります。 

顧客一覧画面に登録した⑥の顧客名を選択し、⑦の選択終了を押して新規作成画面に戻ります。 

 

⑧に登録した顧客名が表示されている事を確認して⑨の次へボタンを押し、作成方法を選択します。（次ページに続く） 

6 

7 

8 

9 

見積書作成方法は、見積フォームからの作成 と 既存見積ファイルからの作成 から選択できます。 

詳しい作成手順につきましては、「専用見積 新規作成 ワンポイントマニュアル」をご参照ください。 

※見積フォームとは、構造別に登録された工事内訳のひな形です。 
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専用見積 新規作成（見積フォームと印刷フォーム） 
 

 

フォーム選択画面では、入力面積と連動させる為の①見積フォームと②印刷フォームを選択します。 

①の見積フォームの選択欄では、工事物件にあった構造別見積フォームを選択して OK ボタンを押して下さい。 

②の印刷フォーム選択欄では、③の印刷プレビューで印刷イメージを確認しながら選択する事が出来ます。 

④の次へボタンを押します。（次ページに続く） 

 

◆入力面積と連動する係数登録された構造別の見積フォーム 

  

※見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するにあたり、構造別に登録された工事内訳のひな型です。 

1 

2 

3
２ 

4 

1 

2 

3
２ 

3
２ 

 

◆出荷時の印刷フォーム（自社用にカスタマイズ登録して運用） 

この工事内訳（内訳明細）には、面積入力（延床面積、建築面積）を行う事で積算連動する積算コードと 

木くず、金属くず等の分別区分された廃棄量の積算まで行う内訳明細が登録されています。 

3
２ 

見積書プレビュー表示 

表紙1 

見積書プレビュー表示 

表紙2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   専用見積 新規作成（積算数量） 
 

積算数量画面は、面積（延べ面積、建築面積）を入力して、選択した見積フォームに設定された係数に連動させる画面です。 

② 開始 ボタンを押す事で見積入力画面が起動します。 

  

係数等の変更を行った場合は、⑤の見積フォームの「登録」ボタンを押して自社仕様の見積フォームの登録を行って下さい。 

2 

4 

1 

5 

③選択した見積フォーム名 

① 面積入力（㎡・坪を選択して入力） 

④建物数量 ⑤分別排出量 

 

3
２ 

また、④「建物係数設定」から係数の調整・変更を行えます。 

見積入力画面では、③「積算数量 変更」を押す事で積算数量画面を表示させて面積値の入力変更が可能です。 

 

※積算コードや係数の編集はこちらの新規作成画面では行えません。後述の見積入力画面より変更可能です。 

 

 

 

3 

2 

面積の変更 

4 

係数の調整・変更 
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専用見積 入力画面（自社情報・工事情報） 

 
 

 

●初めて見積入力画面を起動した場合は、①自社情報を起動して各項目を入力してください。 

1 2 

 

 

 

●②の工事情報は、見積「工事名称」ごとに情報が保存されます。 

※自社情報の入力及び変更は、見積入力画面起動時とメインメニューの自社情報から入力可能です。  

自社情報と工事情報は、見積書・請求書の印刷に連動します。（忘れずに入力して下さい。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

11 
 

専用見積 見積入力の基本機能 

 
 

●画面切り替え機能：①工事内訳の表示 ②内訳明細の表示 ③スケール表示（行高さの調整） 

●工事項目の編集機能：工事内訳 ④「行挿入」 「行削除」 「行移動」 「コメント行」 「小計行」 「計算行」 

見積入力は、以下の基本機能を利用して作成していきます。 

内訳明細 「計算行」が「行複写」へ変更 

●値引入力：⑥「値引」 を入力する事で「合計」からの値引きが行えます。※プラス値入力。（－）マイナス入力不可。 

⑤「工事名称」 「仕様」 「備考」は、全角 16 文字までの入力となります。 

文字入力の際に入力した文字数がカウントされます。 

 

8 

9 

1 2 3 

6 

5 

4 

工事内訳画面 

内訳明細画面 

●内訳明細の⑦「積算方法」は、明細行の工事見積の積算方法を選択します （マウスクリックで積算方法の選択画面が起動します）。 

⑧任意数量  ：数量欄に直接値を入力して見積額を計算する方法。 
⑨積算コード  ：積算数量コード（建物数量）を選択して見積額を計算する方法。 
⑩分別区分  ：排出量で設定された分別区分を選択して見積額を計算する方法。 

●数量編集：⑪数量編集：変更したい数量行をクリックすると、その行の数量・単価を直接編集することが可能です。 

  ※変更した数量に応じて係数も自動計算されますので、変更した情報を見積フォームに登録することで利活用が可能です 

  

数量・単価の直接編集が行えます。 

見積額を基に自動で数量や単価を 

算出することも可能です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積 入力画面（排出量） 

 
 

◆①「排出量」ボタンを押すと、分別区分の処理方法・リサイクル処理・廃棄物量の確認画面が開きます。 

1 

排出量画面は、分別区分の処理方法とリサイクル処理の該当選択及び延べ面積（１㎡当たり）の廃棄物量（係数）を設定し、 

見積工事の内訳明細に連動させる設定画面。 

◆②「排出設定」は、分別区分の積算対象の設定と係数変更、リサイクル処理の該当選択をそれぞれ行えます。 

③「廃棄物係数設定」 延べ床（1㎡）あたりの廃棄物量（t・m3）の係数設定を行います。 

「備考」への入力可能文字数は、全角 16文字までとなります。文字入力の際は、入力した文字数がカウントされます。 

ここで行った設定が、内訳明細 積算方法の「分別区分」に連動します。 

 

2 

5 

4 

3 

積算対象に含めるかどうかについて、〇・×の選択を行います。 

また、延べ面積（1㎡）あたりの廃棄物量（係数）の設定もこちらから行えます。 

※係数を直接変更する際は、排出設定を行う重量・体積の数字をクリックしてください 

分別区分項目の追加が行えます。 

（登録可能な分別区分は固定項目を含めて最大 50 項目までとなります） 

また、リサイクル処理に該当するかどうかもこちらから設定いただけます。 

5 

排出量の係数を個別・または一括で変更可能です。 

変更方法は、係数の直接入力と率計算の 2 つから選択ください。 

※複数の項目を同時に変更したい場合は、キーボードの ctrl キーを押したまま、項目を 

選択してください 

4 

3 

④「排出量一括変更」 廃棄物処理の係数（t/㎡）（m3/㎡）の変更を行います。 

⑤「分別 区分設定」 分別区分（木くず等）のリサイクル処理の設定を行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積 入力画面（排出量の直接編集） 

 

前ページで設定した排出量は、見積書の廃棄物処理費や運搬費等の数量に連動されます。 

【1】見積書画面より、①「数量編集」を押して、数量を編集したい行をクリックします。 

 

連動を用いずに直接手入力する場合は、数量編集をご利用ください。 

1 

本マニュアルでは、例として 廃棄物処理費の木くず（チップ）の数量を 3.91t から 4.5t に変更します。 

 

【2】木くず（チップ）数量を 4.5t に変更すると、現在の見積書で同一の分別区分を利用している項目（本例では、木くずの運搬費用）も 

 
自動で変更されます。 

また、物件面積と今回変更した数量を基に、係数が自動計算されます（本例では係数 0.09）。 

また、過去物件の見積実績を基に数量・単価の登録を行うことで、自動的に積算係数を自動で算出します。 

特に廃棄物量（t・m3）の算出においては、一般的な重量換算係数を用いて重量・体積の自動換算を行います。 

これにより、自社の標準見積書のひな形を容易に作成することが可能です。 

【3】見積書の金額が更新されます。 

 
※算出した係数は、面積と実数値から算出された自社係数としてご利用いただけます。 

見積フォームに登録しておくことで、次回からこの自社係数に基づいた見積書作成が行えます。 

 

※詳しい数量編集手順につきましては「専用見積_数量編集_ワンポイントマニュアル」をご参照ください。 

POINT：上記のように廃棄物の重量を変更した場合、体積についても重量換算係数を用いて自動計算されますので 

スムーズにご利用いただけます。（逆に、体積を変更した場合は重量が自動計算されます） 

 

重量が 4.5t に変更されたことにより、係数も自動で再計算されます。 

さらに重量だけでなく、同一の分別区分である木くずの運搬費体積についても 

数量・係数が同時に再計算されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積 法定福利費入力  
 

法定福利費は、空白行を指定する事で法定福利費を工事明細に追加する事が可能です。 

法定福利費の計算方法は、構造別のマスタを持った「詳細計算」と３種類の計算から選べる「簡易計算」の入力が可能となります。 

 

 

 

 

法定福利費の概要及び操作方法は、別紙「法定福利費マニュアル（専用見積）」を確認下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積 データ保存（工事名称とファイル名称の管理） 
 

 

 

1 

3 

調査用の参考データや最終提出用の見積ファイルなど管理し易いファイル名を入力して下さい。 

 

見積入力後に見積ファイルを保存する場合は、１つの工事名称に見積ファイルを最大５つまで保存可能です。 

終了ボタンを押し、①の保存ファイル名を確認します。※工事名称で入力した名前がファイル名で表示されます。 

管理画面では、登録した工事名称と顧客名（発注元）が紐づけされ、専用・汎用の見積ファイル数が表示されます。 

③の専用見積の欄には、２つの見積のファイルが保存されている事を表示しています。 

※同じ工事名称で汎用見積を作成した場合は、汎用欄に見積ファイル数が表示されます。 

 

す。 

2 



 

 

 

       アイコンをクリックすると、作成した見積書・請求書の閲覧履歴がリスト表示されます。 

             作業中の見積データは、閲覧履歴からダイレクトに起動する事ができる便利機能です。 

                     また、作成済みの「見積書」「請求書」を閲覧履歴から印刷する事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   見積ファイルをクリックすると、見積書作成画面が開きます。 

   「見積」「請求」「領収書」「PDF」ボタンをクリックすると、それぞれのプレビュー画面が開きます（事前に見積書・請求書・領収書を作成、 

保存済の場合のみ有効）。 

 

専用見積（閲覧履歴） 
 

1 2 

1 

2 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積 （管理画面の機能説明） 
 

 

1 2 

① 工事名称の表示・検索機能：Index（あいうえお順）、更新順、全ての工事、未登録                 

② 工事削除は、専用見積・汎用見積で作成した全てのデータを削除します。 

 

3 

 

⑥ 工事属性から工事名称・顧客名称の変更が 
可能になります。 
 

 

⑦ 管理画面は、最大 999 工事の登録が可能です。 

6 

③ 専用見積の見積ファイルがある工事名称は、白枠表示となります。 

 

④ 解体見積 EX の専用見積の見積ファイルを取り込む事が可能です。 
   

 

1 

2 

3 

4 

新しい保存フォルダを作成する手順 
①空白行を指定後に 
②変更を押し③参照ボタンから保存先フォルダを指定して 
④OK を押して下さい。 

工事上限を超える場合は、保存フォルダを変更してください。 

工事名称・顧客名称は、印刷書式に連動します。 

※グレーの工事名称は、汎用見積データの表示と両方のデータが無い場合にグレー表示になります。 

※汎用見積の管理画面では、白枠とグレー枠が逆の表示となります。 

ザ・解体見積の見積ファイルを取り込む事が可能です。 

注意：工事名称及び顧客データを登録してから上記の見積ファイルを取り込んでください。 

7 1 
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専用見積 見積フォーム（入替・登録） 
 

 

 

「登録」：①の登録ボタンを押し②の見積フォーム登録画面を開きます。③未登録欄でマウス右ボタンを押してカテゴリ名称を変更します。 

1 

4 

3 

 

④の見積フォーム名称を入力します。⑤作成ボタンを押すと見積フォームの登録が完了します。 

「入替」：①の入替ボタンを押し②の見積フォーム選択画面から③の見積フォームを選択します。 

2 

1 

❶ファイル管理：解体見積 EX、ザ・解体見積で作成した見積フォームの「インポート・エクスポート」が行えます。 

1 

 

❷名称変更：見積フォームの名称変更 

❸削除：見積フォームの削除 

2 

3
1 

④の OK ボタンを押すと入力画面が選択した見積フォームに入れ替わります。 

4 

5
1 

2 3
1 

見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するにあたり、構造別に登録されたサンプル単価が登録された工事内訳のひな型です。 

専用見積では、面積入力（延床面積、建築面積）から積算連動する計算式が入った工事内訳（内訳明細）と 

木、金属くず等の分別区分された廃棄量の積算まで行う内訳明細が出荷時の見積フォームに登録されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷手順（１） （見積書・請求書・領収書） 
 

見積書・請求書の印刷は、①印刷ボタンから「印刷メニュー」を起動します。 

②見積書ボタンを押し印刷設定を表示させます。⑤の印刷フォームを選択し、⑥の見積連動項目の入力確認を行います。 

⑦の印刷プレビューを押します。 

 

 

 

 

2 3 

1 

 

法定福利費の明細印刷 

排出量の明細・グラフ印刷 

CSV 出力：エクセル取り込み等 

2 

3 

6 

8 

（※③請求書 ④領収書も同様の印刷手順となります。） 

5 

※印刷メニューに⑧の☑印刷設定（優先起動）のチェックが無い場合は、⑨のプルダウンから印刷設定を起動させて下さい。 

 

4 

4 

7 

9 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷手順（2） （見積書・請求書・領収書） 
 

8 

印刷設定の確認が表示されますので、内容に間違いなければ⑧OK ボタンを押します。 

 修正・変更が必要な場合は、「印刷設定に戻る」のボタンを押してください。 

印刷プレビューが表示されますので、⑨印刷ボタンを押します。 

 ⑩ 「電子データ保存/印刷」 を選択して実行ボタンを押すと PDF データで保存されます。 

9 

⑪ 「直接印刷」 は「全帳票印刷」「現在の帳票印刷」「印刷範囲選択」を選択して印刷を実行します。 

10 11 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷設定（1） （見積書） 
 

① 見積総合計（消費税額）は、見積入力の値が連動しています。 

②  消費税コメントは、税率の変更時は、〇〇%の税率変更が必要になります。 

④  の自社営業担当は、「工事情報」から担当者の登録・選択を行って割付けて下さい。 

③  顧客名称・工事名・工事場所は、「工事情報」から連動しています。 

※見積 NO、作成日、工事期間、見積有効期限、摘要欄は、直接この画面に入力して下さい。 

 
 

2 
3 

1 

見積書の印刷設定は、印刷物に連動させる項目の確認及び入力を行う画面です。 

2 

3 

4 

⑤  電子印は、電子印作成プログラムを起動して作成して下さい。※電子印を利用しない場合は、入力不要です。 

5 

4 

6 

⑥  印刷時の各種設定を確認して、印刷を行って下さい。 

7 

※印刷設定の情報は、選択した⑦「印刷フォーム」に連動して印刷プレビューに表示します。 

※印刷フォームの新規作成及び編集方法は、別紙の「印刷レイアウトマニュアル」をご覧下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷設定（1） （請求書） 
 

① 御請求額（消費税額）は、見積入力の値が連動しています。 

③  自社営業担当は、「工事情報」から担当者の登録・選択を行って割付けて下さい。 

②  顧客名称・工事名・工事場所は、「工事情報」から連動しています。 

※請求 NO、請求日、完了日、支払い期限、摘要欄は、直接この画面に入力して下さい。 

請求書の印刷設定は、印刷物に連動させる項目の確認及び入力を行う画面です。 

④  電子印は、電子印作成プログラムを起動して作成して下さい。※電子印を利用しない場合は、入力不要です。 

⑤  振込先は、⑥の「自社情報」を起動して入力して下さい。 

※印刷設定の情報は、選択した⑧「印刷フォーム」に連動して印刷プレビューに表示します。 

2 6 
1 

2 
 

3 

4 

5 

8 

3 

7 

6 

⑦  印刷時の各種設定を確認して印刷を行って下さい。 

※印刷フォームの新規作成及び編集方法は、別紙の「印刷レイアウトマニュアル」をご覧下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷設定（1） （領収書） 
 

① 領収額（消費税額）は、見積入力の値が連動しています。 

④ 自社営業担当は、「工事情報」から担当者の登録・選択を行って割付けて下さい。 

② 顧客名称・工事名・工事場所は、「工事情報」から連動しています。 

※領収 NO、領収日、摘要欄は、直接この画面に入力して下さい。 

領収書の印刷設定は、印刷物に連動させる項目の確認及び入力を行う画面です。 

⑤ 電子印は、電子印作成プログラムを起動して作成して下さい。※電子印を利用しない場合は、入力不要です。 

※印刷設定の情報は、選択した⑦「印刷フォーム」に連動して印刷プレビューに表示します。 

2 

1 

2 
 3 

4 

7 6
7 

⑥ 印刷時の各種設定を確認して印刷を行って下さい。 

※印刷フォームの新規作成及び編集方法は、別紙の「印刷レイアウトマニュアル」をご覧下さい。 

4 

5 

③ 領収 NO を入力できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷設定（2） （電子印） 
 

① 印刷設定の電子印枠をマウス選択します。電子印選択画面の②作成を押します。 

③  電子印作成画面で名前を入力して④作成ボタンを押します。次に作成した名前を選択して⑤選択を押します。 

⑥  電子印（１）（２）（３）名前を割付けていきます。 

電子印は、印刷設定に割付を行い印刷フォーム（見積シンボル）に連動させて印刷するデータです。 

 

  

 

 

 

2 

3 

1 
4 

5 
6 

 

7 

8 

⑦  電子印（１）（２）（３）の名前をクリアする場合は、⑧割付クリアを押します。 

変更・削除 

・変更：電子印の内容の変更。 

・削除：電子印の削除。 

 

 

※電子印の印刷は、印刷設定で電子印の割付を行った後に①印刷フォームの見積シンボルにて電子印枠の範囲を登録する事で 

2 

1 

②印刷が可能です。 出荷時は、汎用見積の印刷フォームのみ電子印枠が登録されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷設定（3） （見積書・請求書・領収書） 
 

① 特記事項：固定の表にテキスト入力を行い見積書表紙などへの連動が可能です。 

※出荷時の印刷フォームには、登録されていません。 

見積書の印刷設定は、印刷物に連動させる項目の確認及び入力を行う画面です。 

 

2 

3 1 

② 面積表：固定の面積表に値を入力して見積書表紙などへの連動が可能です。 

③ 汎用文字：フリーの文字を入力して見積書表紙などへの連動が可能です。 

※出荷時の印刷フォームの新規作成や編集機能を使用して印刷フォームに配置する事が可能です。 

※印刷フォームの新規作成及び編集方法は、別紙の「印刷レイアウトマニュアル」をご覧下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用見積  印刷フォーム（見積書・請求書・領収書） 
 

①①印刷フォーム選択：出荷時用の印刷書式が登録されています。 

③  新規作成：新規に印刷フォームを作成する場合に利用します。※白紙からの作成となります。 

②②印刷プレビュー：選択した印刷フォームの印刷イメージが確認できます。 

※印刷フォームのデータは、専用見積と汎用見積と異なったデータ形式となります。 

印刷フォームでは、自社仕様の見積書・請求書・領収書の標準書式の作成・編集・選択を行う画面で

す。 

④  編集：選択した出荷時の印刷フォームを自社用に編集します。 

⑤  名称変更：登録されている印刷フォームの名称変更。 

※専用見積の印刷フォームを汎用見積の印刷フォームからインポートする事はできません。 

⑥  複写：登録されている印刷フォームの複写。 

 

 

2 

1 

6 
 

4 5 

2 

1 

7 
 

8 
 

⑦  削除：登録されている印刷フォームの削除。 

⑧  ファイル管理：登録されている印刷フォームのインポート・エクスポート。 

印刷フォームの新規作成及び編集方法は、別紙の「印刷レイアウトマニュアル」をご覧下さい。 

 

上下の▲▼マークを押して

印刷フォームの配置順の変

更が可能です。 
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2 
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各種届出書 （１） 
 

◆メインメニューから①「各種届出」をクリック。管理画面が起動したら②「新規作成」をクリック。 

◆新規作成画面に工事名・顧客名称が割り当てられている事を確認して⑤「次へ」を押します。 

◆新規作成画面の③「工事リスト」をクリック。工事リストから④「工事名」を選択して「選択終了」。 

届出書・調査書の作成手順 

◆⑥「選択メニュー」が起動しますので「届出書」「調査書」を選択して⑦「開始」を押します。 （次ページへ続く） 
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 以上  

 

各種届出書 （２） 
 

◆選択メニュー①「調査書」を選択して開始を押して下さい。②「事前調査書」入力画面が起動します。 

◆選択メニュー①「届出書」を選択して開始を押して下さい。②「届出書」入力画面が起動します。 

※現地で手書き入力を行う場合は、未入力の状態で印刷して下さい。 

届出書・調査書の作成手順 

◆⑥「調査書」「届出書」の保存終了を押して下さい。管理画面の③「各種届出欄」に「２」が表示されます。 

1 

2 

 

3 

 

4 

◆保存した「調査書」「届出書」の修正を行う場合は、物件名を W クリックして④「各種届出一覧」から起動して下さい。 

 

2 

1 


